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1.教育の質の向上

①⼈員配置と教育・保育の質の関係性
Ø保育者が時間的なゆとりをもち⼦どもと関わる
Ø⼦どもの伸びやかな育つ⼒を⽇々丁寧に伝える時間を
確保する（具体例：会話、ドキュメントの活⽤）

Ø⼦どもの育ちの観点で
保護者への丁寧な情報発信と対応（共感・肯定）は重要。
なぜなら、家庭環境はこどもの育ちに対して、最も良い影
響を与えるから。

園と家庭の両輪で⼀緒に⼦どもをみていく関係性(信頼関係)
をつくる事は、⼦どもの⽣涯に渡って良い影響を及ぼす。 エドワード・ メルウィッシュ

「オックスフォード⼤学教授、、ロンドン⼤学 バーベック校教授、
ウーロンゴン⼤学客員 教授。シュアスタート、EPPE(就学前教育の効
果的な実時）縦断調査を共同で実施。現在、SEED（乳幼児教育と発達
の調剤）プロジェクトを進⾏中。研究は、イギリスはじめ複数 ：の国
の、⼦ども福祉、乳幼児教育、こども ：の貧困、保護者⽀援の政策に
影響を与えている。



1.教育の質の向上

Ø保育の質の観点でいえば
就学前の教育という観点では、園の中で
の⽣活や遊びの中で保育者が丁寧に⼦ど
もの姿を⾒ながら、対話を重ね、変動的
に活動を計画する柔軟さが求められます。

・外部研修の参加
・チームで話し合える時間
・保護者への丁寧な情報発信と対応

Ø職場の質の観点でいえば
園の規模、体制による所が⼤きいかとは思
いますが、労働環境の整備は保育の質を上
げる上で処遇の改善と共に重要な要素です。

・休憩時間の確保
・書類作成の時間の確保等
・有休消化の対応

①⼈員配置と教育・保育の質の関係性
例えば、⼈員配置でフルタイムパートが1⼈増えるとできること



1.教育の質の向上

①⼈員配置と教育・保育の質の関係性

⼈員配置を改善する為には、現状の把握をした上で提⾔する事が⼀定理解を得る為に最低限
必要な措置と考えます。現場の労働環境を把握する項⽬、
例えば、、、

1.全国の幼稚園、認定こども園、保育園の労働状況(時間外労働)と⼈員配置の相関関係
(設置基準＋地⽅⾃治体独⾃配置基準＋法⼈独⾃追加配置)のデータ

2.ICT導⼊の有無と労働状況（時間外労働）の相関関係

3.⼈員配置と研修時間の相関関係

現状を把握した上で、これらのデータを持って提⾔内容を検討し、⼈員配置の改善による教
育の質の向上が⾒込めることを提⾔できるのではないでしょうか。



1.教育の質の向上

②各個⼈の育成と教育の質の関係性
Ø保育者の育成は、各園、法⼈に課せられた最も重要な仕事の⼀つです。

各保育者の成⻑がそのまま、⼦どもの育ちへ良い影響がある事は、この仕事に関わった
⼈間なら、データと⾔わずも、誰しも理解できるところではないでしょうか。

個⼈の育成で⼤切なこと
1.職場の関係性が良いこと(同僚から学び合う事が重要)
2.保育の中で⼦どもと対話をする⼼持ちがある事
（⼦どもの想いや考えている事を丁寧に理解しようとする姿勢が重要)
3.⼦どもを⾯⽩がれる事(⼦どもと⼀緒に⾯⽩いと感じられる感性を育むことが重要)
4.仕事内容が明確になっている事（⾃分の仕事内容と責任が理解できていることが重要）

これらの事を、社内ルール・仕組みに落とし込み、園内研修、外部研修を⾏い、
職場環境として整えることが園のマネージメントとして求められる。



1.教育の質の向上
③組織としての取り組み
Ø保育者育成の為、ルールをつくり、職場環境を整える事がマネージメントの観点で求められる。

1.園内ルールづくり
・法⼈理念、教育⽅針、職員の⾏動指針など、考え⽅について整理して職員研修を⾏い伝える。
・実践発表、公開保育などの外部評価を通じて、定期的にPDCAサイクルで⾒直しを⾏う。

2.職場環境づくり
・職場の関係性づくり

互いの気づきや意⾒が発信できるように、年度毎にチームビルディングや職員会議内で
ファシリテーションできる⼈材を育成する。

・⼦どもと時間をかけて対話をする⼼持ちがもてる職員体制
キャリア・若⼿職員の組合せ、1on1⾯談、メンタルケア、コーチングなど。

・⼦どもを⾯⽩がる保育者と職場⾵⼟
⼦どもの⾯⽩さに気づき共感し共有し、ともに⾯⽩がることに保育者としての醍醐味があると
現場のスタッフをみて感じます。保育者がやりがいを持って仕事に集中でき個性を活かす為、
職員体制と同僚の関係性を整える事が、ドラッガーが⾔うマネージメント(つまり、⼈の強み
を活かすこと)なのではないでしょうか。



2.⼦育て⽀援（0~2歳児）

Ø⼦育てを取り巻く環境

・保護者が⼦どもを産む前から、少⼦化だった。
・⼦どもと関わる機会がないまま親になる。
・⼦どものことがわからない。知らない。
・少⼦化だからこそ、親も少なく、
対話的な⼦育てがしにくい環境



2.⼦育て⽀援（0~2歳児）



2.⼦育て⽀援（0~2歳児）
Øしつけや教育の情報源は、「⺟親の友⼈・知⼈」「祖⽗⺟」が 減り「SNS」が増えている

第６回幼児の⽣活アンケートベネッセ教育総合研究所 2023



2.⼦育て⽀援（0~2歳児）
Øしつけや教育の情報源は、「⺟親の友⼈・知⼈」「祖⽗⺟」が 減り「SNS」が増えている

第６回幼児の⽣活アンケートベネッセ教育総合研究所 2023



2.⼦育て⽀援（0~2歳児）

明治・ボーネルンド ⼦育てに関する情報収集についての意識調査 2022



2.⼦育て⽀援（0~2歳児）

Ø就園していない⼦どもは意外に多い。
０~2歳児の在宅育児中の家庭向けに
幼稚園ができる⼦育て⽀援プログラムを

Ø意義：未就園段階の親⼦をサポートする場が必要
地域で⼦どもの世界が広がる遊びの場
地域で⼦育て仲間（ママ友）とつながる場
地域で専⾨家に育児相談ができる場
地域で遊び場などの遊びの情報が得られる場



2.⼦育て⽀援（0~2歳児）

現在の認定基準：親の就労時間
現状：在宅育児中の⼦どもは枠組みの外に置かれている。
提⾔：枠の外に置かれている⼦ども（０〜２歳児）を

仮称「４号認定」とし、０〜２歳児における
教育標準時間認定を創設し、就労要件なしに
すべての⼦どもの教育を受ける権利を保障する。

Ø提⾔：すべての⼦どもに乳幼児教育を受ける権利を保障する

こどもの権利条約の中でも、教育を受ける権利も重要な項⽬のひとつとされている。
すべての⼦どもが教育を受ける権利を持ち、その教育は基本的で質の⾼いものでなけれ
ばならないと規定されています。

Ø補助対象世帯・補助対象事業にする



3. 教育・保育の在り⽅（幼児教育における⾮認知・認知それぞれの育ちを⾒守る）

Ø社会環境の変化に応じて、教育・保育のあり⽅は変化してきた。

・⾮認知・認知のコントラストで教育・保育を語る潮流がある

・本質的には、⼦どもが活動したり、遊ぶ空間が⾃分の発想や考えを
⾃由に表現できるかどうかが重要

・⾃由に表現でき、⾃分のアイデアを基に挑戦する、やりたいことに
取り組める、実現できる時間・空間を保育者や家庭、⾏政が協⼒して
⽀援しながら確保することが本来のあり⽅ではないか。

・あえて⾔うと、⼦どもは、環境を選べない。



3. 教育・保育の在り⽅（幼児教育における⾮認知・認知それぞれの育ちを⾒守る）

Ø経営視点
園児募集と保育のあり⽅

Ø保護者のニーズ
・集団⽣活のルール
・友だち付き合い
・⼦育て相談
・知的教育
・おけいこ事



3. 教育・保育の在り⽅（幼児教育における⾮認知・認知それぞれの育ちを⾒守る）

「無⾃覚」だから伝わりにくい



3. 教育・保育の在り⽅（幼児教育における⾮認知・認知それぞれの育ちを⾒守る）

「無⾃覚」だからこそ、
⼦どもらしい姿が⾒られる。

・⼦ども本来の姿を丁寧に伝えること。



3. 教育・保育の在り⽅（幼児教育における⾮認知・認知それぞれの育ちを⾒守る）

⼦ども本来の姿を丁寧に伝えること。

保護者や地域に向けた発信
（コミュニケーション）

・笑顔で対応
・共感と肯定
・親切に応える

・園/クラスだより/連絡帳
・ドキュメンテーション
・LINE/SNS 発信



4.私学としての多様な教育と上乗せ徴収・実費徴収

Ø多様な教育の定義？

Ø基本的には⾃園で決めること。
Ø最終的には提供する内容と利⽤者との関係で決まる。

Ø上乗せ徴収・実費徴収の例などあれば。



5.これからの地⽅振興活動のあり⽅
Ø背景：私学助成→新制度への移⾏園の増加（環境の変化）

市町村に対して、今後どのようにアプローチするか？

①：こども⼦育て会議
②：各地域での取組み
（ステークホルダーである⾏政・議員・事業者・PTAとの勉強会）
→振興活動の重要性・⼿法について、事例の共有などの広報活動は重要
課題：地域特性を⼗分に把握しているか。（データー⾒える化）

③広報活動・PRを推進し、社会に情報発信する⼿法を他団体・組織から学ぶ。

幼児教育機関として「まちづくり」の
重要なインフラになりえるくらいの⾃覚をもって⽴ち回るべき。



5.これからの地⽅振興活動のあり⽅

Ø定義：地域振興とは、それぞれの地域がもつ特性を⽣かし、⼈々
の「住居」「職場」「学習」「娯楽」などの環境を整え、地域の魅
⼒を引き出したり創り出したりする計画のことを⾔います。 



6.⽂科省と⼦ども家庭庁と全⽇私幼連

Ø全⽇のアイデンティティ
・「こどもがまんなか」の価値観に基き、教育を軸とした

政策・制度など、国・⾏政に対して提⾔・主張ができる

・PTA団体との連携（PTA：教師・親との関係性）
意義：親の⽴場・視点からの意⾒を主張できる
事例：各地区での出⾝議員と親世帯との交流
→積極的にアンケートなど必要なデータを集める事が⼤切

・私学⼈として「お⾦が出るからではなく、地域の⼦どもの為」



6.⽂科省と⼦ども家庭庁と全⽇私幼連

Ø⽂部科学省との連携・振興
・幼稚園の教育内容等
・学校評価の推進
・幼稚園における在宅家庭の児童の受け⼊れ
・調査研究
・地域の幼児教育の質の向上の体制強化

Øディスカッションテーマ：0歳からの教育
業界ワードで誤った伝わり⽅をする懸念がある。
→⾔い換えるセンテンス「 」



6.⽂科省と⼦ども家庭庁と全⽇私幼連

Ø⼦ども家庭庁 連携・振興
・連携するテーマ？
・振興？



6.⽂科省と⼦ども家庭庁と全⽇私幼連

・教育については、
⽂部科学省の下で充実、
密接に連携。

・就学前の⼦どもの育ちの
保障や、ずべての⼦ども
の居場所づくりを主導する



おまけ（次世代育成）

Ø全国私⽴幼稚園連盟として次世代育成に取り組む

1.各地域での取組みのシェア
地域の異なる課題を次世代が今後どのように取り組んでいくか？
問題意識や取り組みをシェア

2.年１回全国の次世代を集める会を実施する。
全国組織の良さは各地域を超えて集まり議論ができる場であること。

少⼦⾼齢化、⼈⼝減少ではあるが、業界を担う若⼿の次世代を育成することは
今後の地域内での存続、業界の存続に関わってくる。



尾上正史

学校法⼈福岡幼児学園 理事⻑
紅葉幼稚園園⻑
福岡県私⽴幼稚園振興協会会⻑
福岡中⼩企業経営者協会副会⻑

1959年1⽉⽣（年齢64歳）
略歴：九州⼤学経済学部卒後、創業者が
⾼齢の為、家業に⼊職、バス運転⼿、現場、
事務職を経て、現在に⾄る。

⾃⼰紹介

写真



補⾜資料



3. 教育・保育の在り⽅（幼児教育における⾮認知・認知それぞれの育ちを⾒守る）

Ø時代観・客観的な視点から教育をとらえることも重要ではないか。

⽂部科学省 今後の教育課程、学習指導及び学習評価等の 在り⽅に関する有識検討会(第3回) 
March 24, 2023 

安宅 和⼈⽒



3. 教育・保育の在り⽅（幼児教育における⾮認知・認知それぞれの育ちを⾒守る）

ØAI時代を⾒据えた⼈材育成の視点から幼児教育を捉える。

⽂部科学省 今後の教育課程、学習指導及び学習評価等の 在り⽅に関する有識検討会(第3回) 
March 24, 2023 

安宅 和⼈⽒



3. 教育・保育の在り⽅（幼児教育における⾮認知・認知それぞれの育ちを⾒守る）

ØAIと他者と協働する⼈が今まで以上に求められる。

⽂部科学省 今後の教育課程、学習指導及び学習評価等の 在り⽅に関する有識検討会(第3回) 
March 24, 2023 

安宅 和⼈⽒



3. 教育・保育の在り⽅（幼児教育における⾮認知・認知それぞれの育ちを⾒守る）

Øその為の基礎教養は変化するが、コミュ⼒の基礎となる
⾃⼰表現/他者理解の重要性は変わらない。

⽂部科学省 今後の教育課程、学習指導及び学習評価等の 在り⽅に関する有識検討会(第3回) 
March 24, 2023 

安宅 和⼈⽒



3. 教育・保育の在り⽅（幼児教育における⾮認知・認知それぞれの育ちを⾒守る）

Ø⼈間が⼈間らしい価値を提供することに集中

⽂部科学省 今後の教育課程、学習指導及び学習評価等の 在り⽅に関する有識検討会(第3回) 
March 24, 2023 

安宅 和⼈⽒



3. 教育・保育の在り⽅（幼児教育における⾮認知・認知それぞれの育ちを⾒守る）

Ø⼈間が⼈間らしい価値を提供するとは？

⽂部科学省 今後の教育課程、学習指導及び学習評価等の 在り⽅に関する有識検討会(第3回) 
March 24, 2023 

安宅 和⼈⽒



3. 教育・保育の在り⽅（幼児教育における⾮認知・認知それぞれの育ちを⾒守る）

Ø時代の転換期、⼈材育成の⽅針を転換するタイミングが来ている。

⽂部科学省 今後の教育課程、学習指導及び学習評価等の 在り⽅に関する有識検討会(第3回) 
March 24, 2023 

安宅 和⼈⽒



3. 教育・保育の在り⽅（幼児教育における⾮認知・認知それぞれの育ちを⾒守る）

Ø夢をもてる、夢を伝えられる場＝園・家庭・地域

保育者
保護者
地域の⽅々

園
家庭
地域

Ø夢を応援する⼤⼈＝保護者・保育者・地域の⽅々

⽂部科学省 今後の教育課程、学習指導及び学習評価等の 在り⽅に関する有識検討会(第3回) 
March 24, 2023 

安宅 和⼈⽒


